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１．はじめに
　ゼミ生は、前年度は、「佐潟・福島潟・鳥屋野潟の地域との関わりと湿地の賢明な利用について」のテーマで活
動してきた。今年度は、前年度の課題を引き継いで活動していくことにした。
　佐潟には、環境省、新潟市や地元のボランティアの保護活動があり、また、福島潟には、ＮＰＯ法人「ねっとわ
ーく福島潟」が中心となってラムサール条約の理念の実践を行っているが、鳥屋野潟については地域の活動が余り
感じられない。そこで、ゼミ生が中心となってＮＰＯ法人を立ち上げて、鳥屋野潟をはじめとする県内の潟湖や河
川等の清掃活動や環境保全活動を行っていきたいと考えている。
　本年度は、まず環境ＮＰＯ法人「新潟環境塾」を立ち上げるための勉強会と、書類作成をして、新潟市の認証を
受けて設立登記を済ませて、本格的な活動を行うことを目的にしている。
２．ＮＰＯの認証手続き
　ゼミ生は、法人設立のために、まずＮＰＯ法人関連の書籍を購入するか図書館等で借りるかして、情報を収集する。
ゼミでは４月から７月まで勉強会を開いた。新潟市内に事務所の所在地を置くので、新潟市に認証書類を提出する
ことになる。そこで、新潟市役所コミュニティ支援課に事前相談にいき、ゼミ内部でも法人設立について議論を行う。
法人設立の意思が固まったところで、発起人（教員１名、ゼミ生５名）が集まって、設立趣旨書、定款、役員、会費、
事業計画書、収支予算書、運営ルール、組織体制等の原案を作成する。この原案で新潟市役所コミュニティ支援課
へ再度相談に行く。
　７月26日に設立総会を長岡大学226教室で開催する。ここでは、10名の社員（会員）が集まり、法人設立の意思決
定を行うとともに、設立発起人会で作成した定款等の原案を決議する。８月から９月末まで、役員の就任承諾及び
誓約書と住民票を取り寄せるとともに、申請書、設立総会議事録などの書類を作成し、申請書類を完成する。
　そして10月11日に新潟市役所へ設立認証申請書を提出し、不備がなく、受理される。10月11日以降２カ月間、市
役所や県庁で縦覧（情報公開）される。12月11日まで縦覧されて、さらに２カ月以内に順次審査されて、認証・不
認証の決定がされ、認証と決定された場合に、２週間以内に法務局へ登記をすることで、法人が成立する。
設立申請の流れは以下のとおりである。
　情報収集（４月）→事前相談（５月）→内部議論（６月）→設立発起人会（７月）→事前相談（７月）→設立総会（７
月26日）→申請書類の完成（８月～９月）→設立認証申請（10月11日）→縦覧（２か月）→審査（２か月）→決定
通知の受領（１月26日）→設立登記（１月30日）→新潟市・新潟県に設立届（２月６日、８日）
　４月に勉強会を始めてから年明けて２月まで実に10カ月ほどかかっている。当初は11月くらいまでに登記を済ま
せて、ＮＰＯ法人の活動ができると考えていた。
３．提出書類
　ＮＰＯ法人の提出書類は、①設立認証申請書、②定款、③役員名簿及び役員のうち報酬を受ける者の名簿、④各
役員の就任承諾及び誓約書の謄本、⑤各役員の住民票と、⑥社員のうち10人以上の者の名簿、⑦確認書、⑧設立趣
旨書、⑨設立についての意思決定を証する議事録の謄本、⑩設立当初の事業年度及び翌事業年度の事業計画書、⑪
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設立当初の事業年度及び翌事業年度の収支予算書、⑫設立登記申請書等である。
　以下の書類は、実際に提出したものである。
設立認証申請書①
平成23年10月11日　
　新潟市長　様
住所又は居所　新潟市中央区　　　　
申請者　氏　　　　　名　　吉盛　一郎　　　印　　
電　話　番　号　　　　　　　　　　　　　
　 下記のとおり特定非営利活動法人の設立の認証を受けたいので，特定非営利活動促進法第10条第１項の規定によ
り関係書類を添えて申請します。
記
１　特定非営利活動法人の名称
　　　特定非営利活動法人　新潟環境塾
２　代表者の氏名
　　　吉盛　一郎
３　主たる事務所の所在地
　　　新潟市中央区
４　定款に記載された目的
　　　 この法人は，県内の潟湖や河川の美化活動などの環境の保全を図る事業を行い，環境保全に寄与することを
目的とする。
特定非営利活動法人　新潟環境塾　定款②（一部）
第１章　総則
　（名称）
第１条　この法人は，特定非営利活動法人新潟環境塾という。
　（事務所）
第２条　この法人は，主たる事務所を新潟市中央区 に置く。
第２章　目的及び事業
　（目的）
第３条　 この法人は，県内の潟湖や河川の美化活動などの環境の保全を図る事業を行い，環境保全に寄与すること
を目的とする。
　（特定非営利活動の種類）
第４条　この法人は，前条の目的を達成するため，次に掲げる種類の特定非営利活動を行う。
（１）　環境の保全を図る活動
（２）　前号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動
　（事業）
第５条　この法人は，第３条の目的を達成するために，次の特定非営利活動に係る事業を行う。
（１）潟湖や河川等の清掃活動と環境美化事業
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役　員　名　簿　③
特定非営利活動法人　新潟環境塾　　
役　名 氏　　　名 住　所　又　は　居　所 報酬の有無
理事長 吉盛　一郎 新潟市 無
副理事長 竹之内　涼司 燕市 無
理事 池田　俊明 新発田市 無
理事 池田　大樹 長岡市 無
理事 岡部　伊織 燕市 無
監事 渡辺　克政 三条市 無
特定非営利活動法人　新潟環境塾　御中
平成23年７月26日　
就任承諾及び誓約書④（一部）
住所又は居所　　燕市　　　　　　　　　　
氏　　　名　竹之内　涼司　　　印　　
　私は、特定非営利活動法人新潟環境塾の理事に就任することを承諾するとともに、特定非営利活動促進法第20条
各号に該当しないこと及び同法第21条の規定に違反しないことを誓約します。
特定非営利活動促進法第 20 条の要件
一　成年被後見人又は被保佐人
二　破産者で復権を得ないもの
三　禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わった日又はその執行を受けることがなくなった日から二年を経過
しない者
四　以下の理由で罰金の刑に処せられ、その執行を終わった日又はその執行を受けることがなくなった日から二
年を経過しない者
・	 特定非営利活動促進法の規定に違反した場合
・	 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の規定に違反した場合
・	 刑法第 204 条（傷害）、第 206 条（傷害及び傷害致死の現場助勢）、第 208 条（暴行）、第 208 条の３（凶器
準備集合及び結集）、第 222 条（脅迫）、第 247 条（背任）の罪を犯した場合
・	 暴力行為等処罰に関する法律の罪を犯した場合
　　⑤住民票は省略する。
社員のうち10人の者の名簿⑥
特定非営利活動法人　新潟環境塾　　
氏　　　名 住　所　又　は　居　所
吉盛　一郎 新潟市
竹之内　涼司 燕市
池田　俊明 新発田市
池田　大樹 長岡市
岡部　伊織 燕市
渡辺　克政 三条市
周　楓 長岡市
付　盛 長岡市
彭　越 長岡市
陳　強 長岡市
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確　認　書　⑦
　特定非営利活動法人　新潟環境塾は，特定非営利活動促進法第２条第２項第２号及び同法第12条第１項第３号に
該当することを，23年７月26日に開催された設立総会において確認しました。
平成23年７月26日
特定非営利活動法人　新潟環境塾　　　　　　
設立代表者　住所又は居所　　新潟市中央区　
氏　　　名　吉盛　一郎　　　印　　　　　　
特定非営利活動促進法第２条第２項第２号の要件
イ　宗教の教義を広め，儀式行事を行い，及び信者を教化育成することを主たる目的とするものでないこと
ロ　政治上の主義を推進し，支持し，又はこれに反対することを主たる目的とするものでないこと
ハ　特定の公職の候補者若しくは公職にある者又は政党を推薦し，支持し，又はこれらに反対することを目的と
するものでないこと
特定非営利活動促進法第 12 条第１項第３号の要件
暴力団でないこと
暴力団の統制下にある団体でないこと
暴力団の構成員（暴力団の構成団体の構成員を含む。以下同じ）の統制下にある団体でないこと
暴力団の構成員でなくなった日から５年を経過しない者の統制下にある団体でないこと
設　立　趣　旨　書⑧
１　趣旨
　設立の趣旨は、長岡大学の学生を中心として、潟湖や河川等の清掃活動と環境美化事業を行うことである。吉盛
ゼミナールは、昨年度は、「佐潟・福島潟・鳥屋野潟の地域との関わりと湿地の賢明な利用について」とのテーマ
で現地調査を行い、また長岡市民向けに発表も行い、そして論文集にも纏めた。本年度も「環境教育とエコツーリ
ズム−環境ＮＰＯの立ち上げ」とのテーマで活動をしている。夏休みにはゼミ生５名で鳥屋野潟の清掃活動も行っ
ている。
　今後は、潟湖や河川等の清掃活動と環境美化事業を行うために、新潟環境塾を設立することにした。
　任意団体ではなく、法人格が必要な理由は、法人格があれば各種契約の当事者になれて、また寄付金の贈与も受
けやすいと考えたからである。
２　申請に至るまでの経過
　平成22年４月～平成22年12月　「佐潟・福島潟・鳥屋野潟の地域との関わりと湿地の賢明な利用について」とのテ
ーマでゼミ生14名が活動をする。
　平成23年４月　法人化に向けて話し合い
　平成23年７月26日設立総会
　　平成23　年　７　月　26　日
特定非営利活動法人　新潟環境塾　　
設立代表者　住所又は居所　　　　　
新潟市中央区　　　　　　　　　　　
氏　　　名　吉盛　一郎　　　印　　
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特定非営利活動法人　新潟環境塾　設立総会議事録⑨
１　開催の日時
　　　平成23年７月26日　午前11時から午前11時50分まで
２　開催の場所
　　　長岡市御山町80番８号　　長岡大学226教室
３　出席者数
　　　10名
４　審議事項
　　　第１号議案　特定非営利活動法人新潟環境塾設立の件
　　　第２号議案　特定非営利活動法人新潟環境塾定款の件
　　　第３号議案　入会金及び会費の件
　　　第４号議案　設立当初の財産の件
　　　第５号議案　設立代表者の選任の件
　　　第６号議案　確認書の確認の件
　　　第７号議案　第１期および第２期事業計画の件
　　　第８号議案　第１期および第２期収支予算の件
　　　第９号議案　役員選任の件
　　　第10号議案　事務所決定の件
　　　第11号議案　議事録署名人選任の件
５　議事の経過の概要及び議決の結果
　　　（１） 設立発起人を代表して吉盛一郎が、本日の設立総会は定款を満たして有効に成立した旨を述べて開会
を宣言した。
　　　（２）議長の選任について諮ったところ、満場一致をもって吉盛一郎を選任した。続いて、議案の審議に入った。
　　　第１号議案　特定営利活動法人新潟環境塾設立の件
　　　　議長から、設立趣旨書に基づき、設立趣旨を説明したところ、異議なく承認された。
　　　第２号議案　特定営利活動法人新潟環境塾定款の件
　　　　原案のとおり、異議なく承認された。
　　　第３号議案　入会金及び会費の件
　　　　原案のとおり、異議なく承認された。
　　　第４号議案　設立当初の財産の件
　　　　原案のとおり、異議なく承認された。
　　　第５号議案　設立代表者の選任の件
　　　　原案のとおり、吉盛一郎を設立代表者とすることで異議なく承認された。
　　　第６号議案　確認書の確認の件
　　　　原案のとおり、異議なく承認された。
　　　第７号議案　第１期および第２期事業計画の件
　　　　原案のとおり、異議なく承認された。
　　　第８号議案　第１期および第２期収支予算の件
　　　　原案のとおり、異議なく承認された。
　　　第９号議案　役員選任の件
　　　　原案の通り、理事５名、監事１名が異議なく承認された。
　　　　　理事　吉盛一郎　竹之内涼司　池田俊明　池田大樹　岡部伊織
　　　　　監事　渡辺克政
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　　　第10号議案　事務所決定の件
　　　　 議長から、本法人の主たる事務所は、定款第２条記載のとおり、新潟市中央区と決定したい旨を諮ったと
ころ、全員異議なくこれを承認した。
　　　第11号議案　議事録署名人選任の件
　　　　 議事録署名人について、議長から本日出席の竹之内涼司氏、池田俊明氏を指名したところ、満場異議なく
承認された。
　以上をもって本総会の議事を終了、議長は閉会を宣言した。
以上、この議事録が正確であることを証します。
　原案のとおり、異議なく承認された。
　平成23　年　７　月　26　日
議　　　　長　　吉盛　一郎　　　　印　　
議事録署名人　　竹之内　涼司　　　印　　
同 　　　　池田　俊明　　　　印　　
平成23年度事業計画書⑩
特定非営利活動法人　新潟環境塾　　
１　事業実施の方針
　 鳥屋野潟や長岡市内の河川等で、清掃活動や美化活動を学生が行うことによって、環境教育の体験学習をする。
そして、鳥屋野潟や長岡市内の河川等が市民の「憩いの場」になるための援助活動を行っていきたい。
２　事業実施に関する事項
（１）　特定非営利活動に係る事業
（単位：千円）
事業名 事業内容
実施予定
日　　時
実施予定
場　　所
従事者の
予定人数
受益対象者
の範囲及び
予定人数
支　　出
見込み額
潟湖や河川等の
清掃活動と環境
美化事業
鳥屋野潟と長岡市
内の河川の清掃活
動と環境美化活動
適宜
適宜
鳥屋野潟公園
栖吉川
５名
５名
新潟市民
長岡市民
30
30
（２）その他の事業　なし
平成24年度事業計画書
特定非営利活動法人　新潟環境塾　　
１　事業実施の方針
　 鳥屋野潟や長岡市内の河川等で、清掃活動や美化活動を学生が行うことによって、環境教育の体験学習をする。
そして、鳥屋野潟や長岡市内の河川等が市民の「憩いの場」になるための援助活動を行っていきたい。
２　事業実施に関する事項
（１）特定非営利活動に係る事業
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（単位：千円）
事業名 事業内容
実施予定
日　　時
実施予定
場　　所
従事者の
予定人数
受益対象者
の範囲及び
予定人数
支　　出
見込み額
潟湖や河川等の
清掃活動と環境
美化事業
鳥屋野潟と長岡市
内の河川の清掃活
動と環境美化活動
５月～ 11 月
５月～ 11 月
鳥屋野潟公園
栖吉川と柿川
10 名
10 名
新潟市民
長岡市民
50
50
（２）その他の事業　なし
23年度会計収支予算書⑪
法人成立の日から24年３月31日まで　　
特定非営利活動法人　新潟環境塾　　
科目 金額
Ⅰ　収入の部
　１　財産運用収入 0
　２　会費と入会金収入
　　　　　会費 20,000
　　　　　入会金 10,000 30,000
　３　事業収入 0
　　　潟湖や河川等の清掃活動と環境美化事業
　４　寄付金等
　　　　　寄付金 100,000 100,000
　　　　　　当期収入合計（Ａ） 130,000
　　　　　　前期繰越収支差額
　　　　　　収入合計（Ｂ） 130,000
Ⅱ　支出の部
　１　事業費
　　　潟湖や河川等の清掃活動と環境美化事業
　　　　　消耗品費 60,000 60,000
　２　管理費
　　　　　事務所賃借料 30,000
　　　　　消耗品費 10,000
　　　　　雑費 5,000 45,000
　３　予備費 15,000 15,000
　　　　　　当期支出合計（Ｃ） 120,000
　　　　　　当期収支差額（Ａ）−（Ｃ） 10,000 
　　　　　　次期繰越収支差額（Ｂ）−（Ｃ） 10,000
　24年度　会計収支予算書は省略する。
以上が認証書類である。
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特定非営利活動法人設立登記申請書⑫
１　名称　　　　　　特定非営利活動法人新潟環境塾
１　主たる事務所　　新潟県新潟市中央区
１　登記の事由　　　平成24年１月26日設立の手続終了
１　登記すべき事項　別紙のとおり
１　認証書到達の年月日　平成24年１月26日
１　添付書類
　　定款　　　　　　　　　　　　　　　１通
　　認証書　　　　　　　　　　　　　　１通
　　資産の総額を証する書面　　　　　　１通
　　代表権を有する資格を証する書面　　５通
上記のとおり登記の申請をします。
　平成24年１月30日
　新潟県新潟市中央区
　　　申請人　　　特定非営利活動法人新潟環境塾
　新潟県新潟市中央区
　　　理事　　　　吉盛　一郎
新潟法務局　　御中
登記を済ませると、登記事項証明書、定款、設立時の財産目録等を新潟市と新潟県に提出して手続は完了する。
４．まとめ
　ＮＰＯ法人新潟環境塾の設立には、勉強会から始めて10カ月もかかっている。１月末に登記を済ませたがＮＰＯ
法人の活動は、近年にない豪雪のために事業計画通りにいかず、次年度に持ち越すことになった。このＮＰＯ法人
で継続して活動していくためには、収入が会費だけでは運営できないので、広く寄付を募り、新潟県内の潟湖と河
川の清掃活動や環境美化活動を行っていきたい。
　また他の環境ＮＰＯ法人と交流して、ゼミ生の社会人基礎力も養っていきたいと考えている。
